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Ｐ２・・・・・・・・・・・・新正副議長等の紹介
Ｐ３～４・・・・・１２月定例会報告
Ｐ５・・・・・・・・・・・・ 委員会審査報告
Ｐ６～９・・・・・ 一般質問 12名
Ｐ１０～１１・・・意見交換会のお知らせ
Ｐ１２・・・・・・・・・・３月定例会予定

も

　く

　じ

表紙イラスト：「まねきねこ」　玉名女子高等学校 ビジネス科アニメデザインコース２年 築島　永実さん

　　　　　　　 厄を払って福を招き入れられる一年になるよう、願いを込めて描きました。

つきしま　　 えい み

令和５年

12月定例会
令和6年2月1日発行

NO.73

2月19日㈪

26日㈪ 

3月6日㈬

7日㈭

11日㈪

12日㈫

13日㈬

14日㈭

15日㈮

18日㈪

19日㈫

21日㈭

27日㈬

議会運営委員会

開会

一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

予算決算委員会

予算決算委員会

予算決算委員会

総務委員会

建設経済委員会

文教厚生委員会

閉会

開催日：10月23日（月）

講師：㈱CCIジャパン日本コミュニケーション・コーチング研究会

　　　代表取締役　元田　曉輝 氏

演題：「教育で日本人の背骨を取り戻す」
内容：戦後78年。まずこれまでの教育（学校・家庭・社
会）を振り返る。そのうえで、玉名の地理的条件を生
かした教育という心根を張り巡らし、日本はどのよ
うな成り立ちで今日に至っているか、自ら研究でき
る人を育てたい。
※講師紹介・・・1952年玉名市生まれ。高等学校教員を経て、日本人に
最適化したコーチング技術やメソッドを開発。近年は、大学等での指
導に加え、病院、企業役員等へのリーダー研修を行っている。

もと  だ　　　あきてる

開催日：11月15日（水）

講師：桜の会

　　 代表　平山　雄一郎 氏

演題：「子どもの権利条約と共同親権に
　　　ついて」
内容：子どもの権利条約とは何か、なぜそれが必要な
のかを紐解き、現代の子どもたちを取り巻く危機的
状況をこれまでの事件等で紹介し、国の動き、地方自
治体の取組について紹介があった。
※桜の会とは・・・離婚後における単独親権制度の問題解決のため、全
国各地で街宣活動を展開。離婚後の共同親権制度を実現し、子どもた
ちが双方の親から愛される社会の変革を目指している。

ひらやま　　ゆういちろう
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12月定例会で正副議長を初め、各委
員会の構成も変わり、広報広聴特別委
員会も、新たなメンバーとなり心機一
転頑張ります。令和６年度から新たな
取組として、市民と議員が自由に語り
合う場「意見交換会」が始まります。
多くの市民の声を聴き、住みよい玉名
の未来を一緒に創造していきましょう。

委員長　坂本  公司

検索☆ホームページのアクセスは、検索画面で　　　　　　　　　　　を入力してクリック！玉名市議会 
この広報紙は再生紙および地球環境にやさしい植物油型インキを使用しています。

3月定例会スケジュール
開始時刻　10：00

議会の主な動き

10 
月

11
月

12 
月

3日～4日
5日

10日
11日

12日～13日
18日
23日
24日
27日

30日～31日
2日
9日

14日
15日
21日
22日
28日
29日

1日
11～13日

15日
18日
19日
20日
21日
25日

荒玉地域有明海沿岸道路期成会
議会広報広聴特別委員会
熊本県市議会議長会
議会広報広聴特別委員会
議会運営委員会行政視察
議会改革推進特別委員会
議員研修会
タイ王国学校農業クラブとの意見交換会
議員勉強会
有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会行政視察
熊本県後期高齢者医療広域連合議会
全国市議会議長会評議員会
有明海沿岸道路建設促進大会
議員研修会
議会運営委員会
玉名市玉東町病院設立組合議会
12月定例会開会
常任委員会委員等の選任
議会広報広聴特別委員会
一般質問
予算決算委員会
総務委員会
建設経済委員会
文教厚生委員会
有明広域行政事務組合議会
12月定例会閉会 ※都合により変更になることがあります。

田浦委員
中村委員 𠮷田委員瀬崎委員

浜田副委員長 坂本委員長

山下委員 前田委員

このメンバーで議会報の編集を行います。よろしくお願いします！ 編 集 後 記

議員力アップ研修会報告 場所はいずれも市役所本庁4階
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11月28日 ▶ 12月25日　28日間
12月定例会では、正副議長選挙・

各委員会の改選等をはじめ、令和５

年度一般会計補正予算14億8，227

万円、条例の一部改正、人事など26

議案、請願１件を採択とし閉会し

た。

❶ＬＰガス使用世帯支援事業
  （ＬＰガス使用世帯に一律４千円を支援）

❷物価高騰重点支援給付金事業
　（住民税非課税世帯等に対し、１世帯当たり７万円を給付）

❸農水産業燃油価格緊急補填事業
　（農業・水産業）
　（施設園芸/漁業経営ＳＮ構築事業加入者：個人積立相当額の1/3以内を支援）

❹社会保障・税番号制度事業
　（マイナンバーカードへの氏名ローマ字表記対応システム改修）

❺新型コロナウイルスワクチン接種事業
　（令和４年度事業の精算に伴う国へ返還金）

・・・・・・・・・・・・・・・・・　8,449万円

・・・・・・・・　6億6,451万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　7,051万円

・・・・・・・・・・・・・・・・　1,324万円

・・・　6,048万円

議案の審議結果
■全会一致で可決、同意した議案

議番号 議　　　案　　　名 議番号 議　　　案　　　名

就
任
の
ご
挨
拶

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会

に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
、
副
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長
と
し
て
就
任
に
あ
た

り
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
認
識
し
、
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政

の
発
展
と
円
滑
な
議
会
運
営
に
誠
心
誠

意
、
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
を
取
り
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く
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境
は
大
き

く
変
化
し
、
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
議

会
の
役
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は
よ
り
高
度
に
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れ
て
い
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す
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能
を
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っ
か
り
果
た
す
こ
と
は
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ん
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と
、
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会
内
で
存
分
に
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を
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、
市
民

の
生
活
と
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に
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策
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を
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が
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に
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も
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と
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し
て
お
り
ま
す
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こ
れ
ま
で
の
議
会
改
革
の
流
れ
を
断
つ

こ
と
な
く
、
さ
ら
な
る
議
会
の
機
能
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化
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図
り
、
市
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の
皆
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と
と
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に
歩
み
、
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も
に
成
長
す
る
議
会
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目
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し
、
そ
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負
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に
応
え
る
べ
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全
力
で
職
責
を
全
う
す

る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
市
民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健

勝
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
就

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

江田　議長西川　副議長

常任委員会・特別委員会の委員も新たに構成されました ◎＝委員長、〇＝副委員長

◎近松惠美子 〇松本　憲二

委員は、全議員で構成

総務委員会

◎多田隈啓二
浜田繁次郎
德村登志郎
中尾　嘉男

〇一瀬　重隆
田浦　敏晴
近松惠美子

議会運営委員会

◎近松惠美子
大野　豊重
瀬崎　　剛
立川　信之

〇一瀬　重隆
中村　慎吾
田浦　敏晴
前田　正治

有明海沿岸道路及び
公共施設建設調査特別委員会

◎西川　裕文
中村　慎吾
立川　信之
松本　憲二

〇多田隈啓二
浜田繁次郎
北本　将幸
德村登志郎

議会改革推進特別委員会

予算決算委員会

◎坂本　公司
中村　慎吾
田浦　敏晴
𠮷田真樹子

〇浜田繁次郎
瀬崎　　剛
山下　桂造
前田　正治

議会広報広聴特別委員会

建設経済委員会 文教厚生委員会

〇中村　慎吾 ◎北本　将幸 〇坂本　公司 ◎松本　憲二 〇𠮷田真樹子 ◎德村登志郎

令和５年　第４回定例会（12月）

決　定　し　た　主　な　補　正　内　容

令和５年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度玉名市水道事業会計補正予算（第２号）

令和５年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第２号）

令和５年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第１号）

玉名市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

玉名市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

玉名市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

玉名市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

議第97号

議第98号

議第99号

議第100号

議第101号

議第105号

議第106号

議第107号

玉名市立小中学校設置条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

玉名市浄化槽施設条例の一部を改正する条例の制定について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

普通財産の無償譲渡について

普通財産の無償譲渡について

工事請負契約の締結について

人権擁護委員候補者の推薦について

令和５年度玉名市一般会計補正予算（第６号）

議第108号

議第109号

議第110号

議第111号

議第112号

議第113号

議第114号

議第115号

議第116号

議第117号

議第118号

人　　事
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　裕
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　正
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田
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　敏
晴
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野
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※欠員が生じていた補欠選挙結果　　○有明広域行政事務組合議会議員　　　　　中尾　嘉男　氏
　　　　　　　　　　　　　　　   　○熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員　江田　計司　氏

令
和
５
年
第
４
回

玉
名
市
議
会
定
例
会
に
て
選
出

議  

長
　
江
田
　
計
司 

氏

副
議
長
　
西
川
　
裕
文 

氏

こ

う

だ

　

け

い

じ

に
し
か
わ
　
　
ひ
ろ
ふ
み

★人権擁護委員候補者の推薦について同意しました。　　（敬称略）

𠮷 永　訓 啓
よしなが　 　くにひろ

（
令
和
５
年
11
月
28
日
就
任
）

（令和５年11月29日選任）
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江田　議長西川　副議長

常任委員会・特別委員会の委員も新たに構成されました ◎＝委員長、〇＝副委員長

◎近松惠美子 〇松本　憲二

委員は、全議員で構成

総務委員会

◎多田隈啓二
浜田繁次郎
德村登志郎
中尾　嘉男

〇一瀬　重隆
田浦　敏晴
近松惠美子

議会運営委員会

◎近松惠美子
大野　豊重
瀬崎　　剛
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中村　慎吾
立川　信之
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〇多田隈啓二
浜田繁次郎
北本　将幸
德村登志郎

議会改革推進特別委員会

予算決算委員会

◎坂本　公司
中村　慎吾
田浦　敏晴
𠮷田真樹子

〇浜田繁次郎
瀬崎　　剛
山下　桂造
前田　正治

議会広報広聴特別委員会

建設経済委員会 文教厚生委員会

〇中村　慎吾 ◎北本　将幸 〇坂本　公司 ◎松本　憲二 〇𠮷田真樹子 ◎德村登志郎

令和５年　第４回定例会（12月）

決　定　し　た　主　な　補　正　内　容

令和５年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度玉名市水道事業会計補正予算（第２号）

令和５年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第２号）

令和５年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第１号）

玉名市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

玉名市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

玉名市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

玉名市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

議第97号

議第98号

議第99号

議第100号

議第101号

議第105号

議第106号

議第107号

玉名市立小中学校設置条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

玉名市浄化槽施設条例の一部を改正する条例の制定について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

普通財産の無償譲渡について

普通財産の無償譲渡について

工事請負契約の締結について

人権擁護委員候補者の推薦について

令和５年度玉名市一般会計補正予算（第６号）

議第108号

議第109号

議第110号

議第111号

議第112号

議第113号

議第114号

議第115号

議第116号

議第117号

議第118号
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※欠員が生じていた補欠選挙結果　　○有明広域行政事務組合議会議員　　　　　中尾　嘉男　氏
　　　　　　　　　　　　　　　   　○熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員　江田　計司　氏
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★人権擁護委員候補者の推薦について同意しました。　　（敬称略）

𠮷 永　訓 啓
よしなが　 　くにひろ

（
令
和
５
年
11
月
28
日
就
任
）

（令和５年11月29日選任）



公民的分野では、民主主義の担い手に必要な資質・
能力を育むことを意識して取り組んでおり、今年度
は政治的分野のまとめとして、ふるさと玉名市の現
状や今後に関心を持ってほしいという思いから、地
方自治における政策提案の授業の参観をお願いした
ところです。生徒は準備の段階から積極的に取り組
むことができていました。

生徒たちの研鑽の成果を十分に感じられた発表でし
た。実際に市の課題となっている「市営プール」と「旧
玉名中央病院跡地」を争点とした内容で、私たち議
員にも負けない調査研究には感心させられました。
何より発表する生徒たちの姿はとてもたくましく、
感銘を受けた参観でした。　　　　　　　　　　　
　     　  　　　　　　　　　　　　　（德村登志郎）
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今後、学童クラブが利用
する教室

議番号

請願　審議結果
件　　　名 所管委員会 委員会結果 本会議最終結果

請第４号 玉名中学校旧正門の開放に関する請願 文教厚生 採択
（全員一致）

採択
（全会一致）

私はこう考える!!討論討論

議第93・94・95・96
一般職の職員給与引き上げに関連した予算議案

常勤職員の給与改定時には、会計
年度任用職員もそれに準じた改定を
総務省は求めている。しかしながら、
会計年度任用職員の給料引き上げ
分は今回の補正予算に計上されてお
らず、処遇改善が行われていない。

原案反対 山下　桂造

会計年度任用職員の給与引き上げ
は、職員同様に扱うよう国は自治体へ
要請し、不足の財源は地方交付税措
置される。しかし給料は据置かれてお
り、常勤職員との格差是正に向け、4
月に遡って引き上げを行うべき。

原案反対 前田　正治

市民は、物価高騰の影響により、生
活に深刻な打撃を受けている。決し
て安くはない給料をもらっている特
別職の議員や市長等の期末手当を引
き上げる条例改正には反対である。

原案反対 前田　正治
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議第 93 号

議第 94 号

議第 95 号

議第 96 号

議第 102 号

議第 103 号

議第 104 号

令和５年度玉名市一般会計補正
予算（第５号）
 
令和５年度玉名市国民健康保険
事業特別会計補正予算（第３号） 

令和５年度玉名市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第１号） 

令和５年度玉名市介護保険事業
特別会計補正予算（第３号） 

玉名市議会議員の議員報酬、費
用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

玉名市長等の給与に関する条例
の一部を改正する条例の制定に
ついて 
玉名市教育長の給与に関する条
例の一部を改正する条例の制定
について 

議　案 議決結果

原案可決
（賛18、反２）

原案可決
（賛18、反２）

原案可決
（賛18、反２）

原案可決
（賛18、反２）

原案可決
（賛18、反２）

原案可決
（賛18、反２）

原案可決
（賛18、反２）

※新生…新生クラブ／第二新生…第二新生クラブ／自友…自友クラブ／創政未来…創政未来／無会派…会派に属さない議員

○・・・賛成　×・・・反対

予 算 決 算 委 員 会 12月15日(金)

総 務 委 員 会 12月18日㈪

文教厚生委員会 12月20日㈬

建設経済委員会 12月19日㈫

行政協力事業について
質問 行政協力事業の補正理由は何か

答え 広報たまなの配送料が、ゆうパックの送料改定によ
って増加するため。また、広報配付部数実態調査の
結果、３月に支払う委託料が不足するためである。

障害児通所給付費6,000万円補正
質問 当初予算計上時からどのくらい利用者が増えたのか
答え 実人数で156人増の見込み。本年度新型コロナ感

染症が２類から５類に移行したことによるものと
考える。

ウクライナ避難民支援事業
質問 事業費９万円の計上理由と支援先について

答え 事業費は、避難民受け入れ経費としてクラウドファ
ンディングで寄せられたもの。玉東町の受け入れ
募集が終了し、本市への受け入れがなくなったこ
とから、当該金額を避難民支援団体であるＮＰＯ
法人で活用してもらうこととした。

乳幼児健康診査事業への寄附
質問 明治安田生命保険相互会社からの寄付の内容は
答え 本市と健康増進の連携協定を締結している。地元

の元気プロジェクトの一環として今年度は74万
8,500円の寄附があった。

横島学童クラブのエアコン購入費
質問 エアコン設置費用に190万円は高いのではないか
答え 学童クラブを横島小学

校内の教室へ移転する
ため、本体の設置、集中
管理の変更、電力量計
の設置等も含まれる。

公共浄化槽整備を廃止し個人型へ
質問 浄化槽整備を個人設置型に一本化されるが、新年度

の設置補助数は

答え 天水地区の例では30件で、それを超えた場合は旧
玉名、岱明、横島の枠数で補うことも可能。また天水
地区は、国の過疎債を活用した補助もあり、別途補
正予算で対応する。

新玉名駅駐車場、市への納付金は
質問 令和元年度から指定管理者で運営されているが、こ

れまで市への納付金はあるか

答え 当初は約1,000万円、令和2年、
3年度は新型コロナの影響も
あり赤字となったが、管理者側
の提案で本市からの補填は不
要となった。令和4年度は270
万円、今年度は11月末で400万
円の納付金である。

一般職員の給与条例一部改正
質問 近年の一般職員及び新規採用職員の給料ベース

アップ状況は

答え 一般職員においては、令和４年度から引き上げてい
る。また、若年層を優先的に、初任給も高卒の場合は
８％程度、大卒の場合は６％程度引き上げている。

工事請負契約の締結に関して
質問 一般競争入札参加資格の条件は

答え ①市内の本店・営業所②入札参加資格登録③特定
建設業許可④建設工事A等級への格付け⑤指名停
止期間中ではないこと⑥下請け工事は市内に主た
る営業所を有する業者を選定するよう努めることな
どである。

産前産後期間の国保税減額制度がスタート
質問 出産被保険者に係る届出に関して、その届出を怠っ

た場合の手立ては。

答え 規定で、出産事項を確認できる
場合は当該届出を省略させる
ことができるため、受給情報等
で国保税減額をする。また、届
出漏れ防止のため母子手帳交
付時に制度の啓発を行う。

「天水老人憩の家」の指定管理
質問 収支計画において、令和６年度が際立って少ない理

由と、今後の雇用継続について

答え 令和６年度中に、中規模改修が９か月予定されて
おり収支が少ない。現在雇用している方について
は、令和６年度以降も引き続き雇用していただくこ
ととしている。

農業支援補助金の一部返還が発生
質問 経営者の事業規模縮小によるものだが、

期日まで返還できない場合、市の負担はあるか

答え 事業者側は現在資金繰りを検討中。もし市への納
入がない場合、市の予算上は減額補正または決算
上の不用額とする。最終的な償還先である国への
返還は、本市では行わない旨県とも事前協議済み
である。

新玉名駅の第一駐車場

委員会審査

～市議、中学３年生の公民的分野「地方自治の学習」を参観～

令和５年12月８日（金） 　   　 玉南中学校期日 場所

参加した議員から
学校から
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○○○

×

○
議
長

○○○○○○○○○

×

○○○○○

○○○

×

○
議
長

○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○

×

○
議
長

○○○○○○○○○○○○○○

×

○○○

×

○
議
長

○○○○○○○○○○○○○○

×

議第 93 号

議第 94 号

議第 95 号

議第 96 号

議第 102 号

議第 103 号

議第 104 号

令和５年度玉名市一般会計補正
予算（第５号）
 
令和５年度玉名市国民健康保険
事業特別会計補正予算（第３号） 

令和５年度玉名市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第１号） 

令和５年度玉名市介護保険事業
特別会計補正予算（第３号） 

玉名市議会議員の議員報酬、費
用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

玉名市長等の給与に関する条例
の一部を改正する条例の制定に
ついて 
玉名市教育長の給与に関する条
例の一部を改正する条例の制定
について 

議　案 議決結果

原案可決
（賛18、反２）

原案可決
（賛18、反２）

原案可決
（賛18、反２）

原案可決
（賛18、反２）

原案可決
（賛18、反２）

原案可決
（賛18、反２）

原案可決
（賛18、反２）

※新生…新生クラブ／第二新生…第二新生クラブ／自友…自友クラブ／創政未来…創政未来／無会派…会派に属さない議員

○・・・賛成　×・・・反対

予 算 決 算 委 員 会 12月15日(金)

総 務 委 員 会 12月18日㈪

文教厚生委員会 12月20日㈬

建設経済委員会 12月19日㈫

行政協力事業について
質問 行政協力事業の補正理由は何か

答え 広報たまなの配送料が、ゆうパックの送料改定によ
って増加するため。また、広報配付部数実態調査の
結果、３月に支払う委託料が不足するためである。

障害児通所給付費6,000万円補正
質問 当初予算計上時からどのくらい利用者が増えたのか
答え 実人数で156人増の見込み。本年度新型コロナ感

染症が２類から５類に移行したことによるものと
考える。

ウクライナ避難民支援事業
質問 事業費９万円の計上理由と支援先について

答え 事業費は、避難民受け入れ経費としてクラウドファ
ンディングで寄せられたもの。玉東町の受け入れ
募集が終了し、本市への受け入れがなくなったこ
とから、当該金額を避難民支援団体であるＮＰＯ
法人で活用してもらうこととした。

乳幼児健康診査事業への寄附
質問 明治安田生命保険相互会社からの寄付の内容は
答え 本市と健康増進の連携協定を締結している。地元

の元気プロジェクトの一環として今年度は74万
8,500円の寄附があった。

横島学童クラブのエアコン購入費
質問 エアコン設置費用に190万円は高いのではないか
答え 学童クラブを横島小学

校内の教室へ移転する
ため、本体の設置、集中
管理の変更、電力量計
の設置等も含まれる。

公共浄化槽整備を廃止し個人型へ
質問 浄化槽整備を個人設置型に一本化されるが、新年度

の設置補助数は

答え 天水地区の例では30件で、それを超えた場合は旧
玉名、岱明、横島の枠数で補うことも可能。また天水
地区は、国の過疎債を活用した補助もあり、別途補
正予算で対応する。

新玉名駅駐車場、市への納付金は
質問 令和元年度から指定管理者で運営されているが、こ

れまで市への納付金はあるか

答え 当初は約1,000万円、令和2年、
3年度は新型コロナの影響も
あり赤字となったが、管理者側
の提案で本市からの補填は不
要となった。令和4年度は270
万円、今年度は11月末で400万
円の納付金である。

一般職員の給与条例一部改正
質問 近年の一般職員及び新規採用職員の給料ベース

アップ状況は

答え 一般職員においては、令和４年度から引き上げてい
る。また、若年層を優先的に、初任給も高卒の場合は
８％程度、大卒の場合は６％程度引き上げている。

工事請負契約の締結に関して
質問 一般競争入札参加資格の条件は

答え ①市内の本店・営業所②入札参加資格登録③特定
建設業許可④建設工事A等級への格付け⑤指名停
止期間中ではないこと⑥下請け工事は市内に主た
る営業所を有する業者を選定するよう努めることな
どである。

産前産後期間の国保税減額制度がスタート
質問 出産被保険者に係る届出に関して、その届出を怠っ

た場合の手立ては。

答え 規定で、出産事項を確認できる
場合は当該届出を省略させる
ことができるため、受給情報等
で国保税減額をする。また、届
出漏れ防止のため母子手帳交
付時に制度の啓発を行う。

「天水老人憩の家」の指定管理
質問 収支計画において、令和６年度が際立って少ない理

由と、今後の雇用継続について

答え 令和６年度中に、中規模改修が９か月予定されて
おり収支が少ない。現在雇用している方について
は、令和６年度以降も引き続き雇用していただくこ
ととしている。

農業支援補助金の一部返還が発生
質問 経営者の事業規模縮小によるものだが、

期日まで返還できない場合、市の負担はあるか

答え 事業者側は現在資金繰りを検討中。もし市への納
入がない場合、市の予算上は減額補正または決算
上の不用額とする。最終的な償還先である国への
返還は、本市では行わない旨県とも事前協議済み
である。

新玉名駅の第一駐車場

委員会審査

～市議、中学３年生の公民的分野「地方自治の学習」を参観～

令和５年12月８日（金） 　   　 玉南中学校期日 場所

参加した議員から
学校から
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一 般 質 問 ここが聞きたい QR コードで録画映像を 
☞ご覧いただけます

健康的な食べ物「お米」。その魅力

を発信しながら米の消費拡大を進

めるべきでは

これまで同様、今後も庁内横断的

に各部署が連携し、尚一層の消費

拡大に努める。

米離れが進み、国民一人当たり一日に1.5回
しか食べていないと言われている。米は健康
的な食べ物で、また食の安全保障の面からも
大切にすべきである。公民館講座や保健福祉
の現場は、その価値を伝える良い機会であり、
米の消費拡大をもっと進めては。

米は国内で自給可能な食糧の一つ。米の消
費拡大は食料自給率の向上を目指す意味でも
極めて重要で、同時に食の効用が知られる日本
人の主食である。今後も米の消費拡大に向けた
情報発信、食育や地産地消等を促す公民館講
座や小中学校での米飯給食を継続実施する。

質 問

動き出した台湾関連事業。その一

つであるマラソン交流の今後の展

開は

TSMC熊本工場の本格稼働まであと一
年。本市でも様々な分野で台湾との交流事
業が動き出した。12月23日、桃園(とうえん)
市で開催の「桃園国際シティハーフマラソ
ン」には、交流記念ツアーも企画されてい
る。大会前日に締結するマラソン交流協定
の内容や今後の展開は。

質 問

教職員の働きやすい環境づくり

を。他市町に引けを取らないICT教

育の更なる推進を

ディスプレイタイプの電子黒板導

入の検討も含め、ICT教育環境の充

実を図りたい

本市は電子黒板機能付きプロジェクター
を利用しているが、利便性の面からもディス
プレイタイプの電子黒板を導入しては。教職
員の負担軽減にもつながり、すでに導入し
た近隣市町に引けを取らない教育環境づく
りが必要と考えるが、今後の取組は。

市では「玉名市学校教育情報化推進計画」
のもと、教育の情報化を進めており、令和６
年度に小学校指導者用のデジタル教科書の
導入を検討している。電子黒板機能付きプ
ロジェクターは、平成27年度に全小中学校
に導入し、校舎建設に伴い平成29年度に玉

質 問
江戸時代に植栽が始まったハゼ並

木。それらの保存活用はどう進め

ていくか

河川堤防敷内であり、国土交通省

や地域の関係団体と協議しながら

進める

長い歴史がある「菊池川堤防のハゼ並木」
は、国登録記念物に指定されている。その所
有者、管理者は誰か。また、玉名市文化振興
基本計画には、ハゼ並木の保護と活用の具
体策を検討するとあるが、保存活用計画の
策定と今後の進め方は。

ハゼ並木は、江戸時代に植栽された後の
権利の継承が明確ではないため、これまで
本市と国土交通省で協力しながら維持管理
を行ってきた。今後は、文化庁の認定を受け
て本市が管理団体となり、行政が関与しな
がら維持管理できるよう体制を整える。ま

質 問

ふるさと納税に関する制度が改

正。寄附額への影響はあるのか

改正以降低調で今後の予測が難し

いが、掲載サイト追加等により寄

附増に努める

NHK大河ドラマ「いだてん～東京オリム
ピック噺～」の放映効果もあり、本市へのふ
るさと納税は増加し、大変ありがたく感じ
ている。過去５年間の寄附額の状況と、近年
の円安、物価高の影響や10月の制度改正を
受け、本年の状況はどうなっているか。

寄附額は、平成30年度が約7,200万円、
令和元年度が約４億4,000万円、２年度が
約８憶7,700万円、３年度が約11億1,700万
円、４年度が約10億3,700万円。令和５年
10月の制度改正により、ほとんどの返礼品
の寄附額を見直したことから寄附額も低調

質 問

桃園市の桃園国際シティハーフマ

ラソン大会と、協定を締結する

台湾桃園市とのマラソン交流締結内容は
次の3つ。①玉名市民を対象に桃園市への
大会参加応援ツアーを企画②桃園国際シ
ティハーフマラソン大会優勝者を横島いち
ごマラソン大会／玉名いだてんマラソンに

その他の質問

● 天水地区の過疎対策
　の考え
● グランドデザインに
　ついて

その他の質問

● 公民館の利用状況

その他の質問

● 小学校夏季休業期間
  中のプール開放
● 都市計画税について

その他の質問

● 学校跡地活用の状況
● 玉名未来づくり研究
  所とたまな未来創造
  塾について

厳しい財政事情と山積する課題。

新年度の予算編成はどう考えるか

将来的な影響を考慮し、優先順位

の選択を行い、財源を重点的・効率

的に配分する

一般財源が大幅に減少する中で、公共施
設の更新や維持管理、老朽化したインフラ
整備などを控えている。「笑顔をつくる10年
ビジョン」を実現するには、事務事業の取捨
選択など行財政改革をどう考え、次年度の
予算編成に反映していくのか。

公共施設等については、「玉名市公共施設
長期整備計画」を基に長寿命化や建替え、廃
止や民営化、複合化を具体的に定め財政負
担の軽減や平準化を図っている。また、行政
評価を実施することで、市民ニーズに対する
事業の必要性や有効性、優先度や効率性を

質 問
その他の質問

● 行政区の区割りに
  ついて

松
本 

憲
二 

議
員

（
自
友
ク
ラ
ブ
）

近
松 

惠
美
子 

議
員

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

浜
田 

繁
次
郎 

議
員

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

山
下 

桂
造 

議
員

（
自
友
ク
ラ
ブ
）

西
川 

裕
文 

議
員

（
第
二
新
生
ク
ラ
ブ
）

大
野 

豊
重 

議
員

（
自
友
ク
ラ
ブ
）

教育
部長

教 育
部 長

企画
経営
部長

市長・
企画経営
部長

教育
部長

産業
経済
部長

健康
福祉
部長

炭水化物である糖質は、脳や腎
臓、筋肉、神経組織等の主要なエ
ネルギー源。米は炭水化物を多く
含む理想的な食物であるが、三大

栄養素をバランスよく摂取することも重要
である。

名町小と玉陵小の機器を、その他の小中学
校は令和３年度に更新した。玉名町小と玉
陵小は、来年度が機器更新の予定であり、
ディスプレイタイプの電子黒板も含めて検
討したい。

招待③順位が43位の男女に金栗トロフィー
を贈呈。今後の展開においても、それぞれの
大会優勝者を、相互に招待する交流を想定
している。

た、本市全体での文化財の保存活用計画を
策定し、その後にハゼ並木などの個別保存
活用計画策定について、関係団体と協議し
ながら進める予定。

となり、今後の予測が難しい状況である。掲
載するサイトの追加や、イベント参加等に
よって引き続きＰＲに努める。

判断・評価することで、玉名の将来を見据
え、長期的な視点に立っての目標として掲
げている「笑顔をつくる10年ビジョン」の実
現に向けた予算編成に当たっている。

茶碗一杯30円

なんだよ！

天然記念物のプレート

桃園国際シティハーフマラソンの様子

ふるさと納税のチラシ

12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
12
月
11
日
、
12
日
、
13
日
の
３
日
間
行
い
ま
し
た
。
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一 般 質 問 ここが聞きたい QR コードで録画映像を 
☞ご覧いただけます

健康的な食べ物「お米」。その魅力

を発信しながら米の消費拡大を進

めるべきでは

これまで同様、今後も庁内横断的

に各部署が連携し、尚一層の消費

拡大に努める。

米離れが進み、国民一人当たり一日に1.5回
しか食べていないと言われている。米は健康
的な食べ物で、また食の安全保障の面からも
大切にすべきである。公民館講座や保健福祉
の現場は、その価値を伝える良い機会であり、
米の消費拡大をもっと進めては。

米は国内で自給可能な食糧の一つ。米の消
費拡大は食料自給率の向上を目指す意味でも
極めて重要で、同時に食の効用が知られる日本
人の主食である。今後も米の消費拡大に向けた
情報発信、食育や地産地消等を促す公民館講
座や小中学校での米飯給食を継続実施する。

質 問

動き出した台湾関連事業。その一

つであるマラソン交流の今後の展

開は

TSMC熊本工場の本格稼働まであと一
年。本市でも様々な分野で台湾との交流事
業が動き出した。12月23日、桃園(とうえん)
市で開催の「桃園国際シティハーフマラソ
ン」には、交流記念ツアーも企画されてい
る。大会前日に締結するマラソン交流協定
の内容や今後の展開は。

質 問

教職員の働きやすい環境づくり

を。他市町に引けを取らないICT教

育の更なる推進を

ディスプレイタイプの電子黒板導

入の検討も含め、ICT教育環境の充

実を図りたい

本市は電子黒板機能付きプロジェクター
を利用しているが、利便性の面からもディス
プレイタイプの電子黒板を導入しては。教職
員の負担軽減にもつながり、すでに導入し
た近隣市町に引けを取らない教育環境づく
りが必要と考えるが、今後の取組は。

市では「玉名市学校教育情報化推進計画」
のもと、教育の情報化を進めており、令和６
年度に小学校指導者用のデジタル教科書の
導入を検討している。電子黒板機能付きプ
ロジェクターは、平成27年度に全小中学校
に導入し、校舎建設に伴い平成29年度に玉

質 問
江戸時代に植栽が始まったハゼ並

木。それらの保存活用はどう進め

ていくか

河川堤防敷内であり、国土交通省

や地域の関係団体と協議しながら

進める

長い歴史がある「菊池川堤防のハゼ並木」
は、国登録記念物に指定されている。その所
有者、管理者は誰か。また、玉名市文化振興
基本計画には、ハゼ並木の保護と活用の具
体策を検討するとあるが、保存活用計画の
策定と今後の進め方は。

ハゼ並木は、江戸時代に植栽された後の
権利の継承が明確ではないため、これまで
本市と国土交通省で協力しながら維持管理
を行ってきた。今後は、文化庁の認定を受け
て本市が管理団体となり、行政が関与しな
がら維持管理できるよう体制を整える。ま

質 問

ふるさと納税に関する制度が改

正。寄附額への影響はあるのか

改正以降低調で今後の予測が難し

いが、掲載サイト追加等により寄

附増に努める

NHK大河ドラマ「いだてん～東京オリム
ピック噺～」の放映効果もあり、本市へのふ
るさと納税は増加し、大変ありがたく感じ
ている。過去５年間の寄附額の状況と、近年
の円安、物価高の影響や10月の制度改正を
受け、本年の状況はどうなっているか。

寄附額は、平成30年度が約7,200万円、
令和元年度が約４億4,000万円、２年度が
約８憶7,700万円、３年度が約11億1,700万
円、４年度が約10億3,700万円。令和５年
10月の制度改正により、ほとんどの返礼品
の寄附額を見直したことから寄附額も低調

質 問

桃園市の桃園国際シティハーフマ

ラソン大会と、協定を締結する

台湾桃園市とのマラソン交流締結内容は
次の3つ。①玉名市民を対象に桃園市への
大会参加応援ツアーを企画②桃園国際シ
ティハーフマラソン大会優勝者を横島いち
ごマラソン大会／玉名いだてんマラソンに

その他の質問

● 天水地区の過疎対策
　の考え
● グランドデザインに
　ついて

その他の質問

● 公民館の利用状況

その他の質問

● 小学校夏季休業期間
  中のプール開放
● 都市計画税について

その他の質問

● 学校跡地活用の状況
● 玉名未来づくり研究
  所とたまな未来創造
  塾について

厳しい財政事情と山積する課題。

新年度の予算編成はどう考えるか

将来的な影響を考慮し、優先順位

の選択を行い、財源を重点的・効率

的に配分する

一般財源が大幅に減少する中で、公共施
設の更新や維持管理、老朽化したインフラ
整備などを控えている。「笑顔をつくる10年
ビジョン」を実現するには、事務事業の取捨
選択など行財政改革をどう考え、次年度の
予算編成に反映していくのか。

公共施設等については、「玉名市公共施設
長期整備計画」を基に長寿命化や建替え、廃
止や民営化、複合化を具体的に定め財政負
担の軽減や平準化を図っている。また、行政
評価を実施することで、市民ニーズに対する
事業の必要性や有効性、優先度や効率性を

質 問
その他の質問

● 行政区の区割りに
  ついて
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部長

市長・
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部長

教育
部長
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部長

健康
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部長

炭水化物である糖質は、脳や腎
臓、筋肉、神経組織等の主要なエ
ネルギー源。米は炭水化物を多く
含む理想的な食物であるが、三大

栄養素をバランスよく摂取することも重要
である。

名町小と玉陵小の機器を、その他の小中学
校は令和３年度に更新した。玉名町小と玉
陵小は、来年度が機器更新の予定であり、
ディスプレイタイプの電子黒板も含めて検
討したい。

招待③順位が43位の男女に金栗トロフィー
を贈呈。今後の展開においても、それぞれの
大会優勝者を、相互に招待する交流を想定
している。

た、本市全体での文化財の保存活用計画を
策定し、その後にハゼ並木などの個別保存
活用計画策定について、関係団体と協議し
ながら進める予定。

となり、今後の予測が難しい状況である。掲
載するサイトの追加や、イベント参加等に
よって引き続きＰＲに努める。

判断・評価することで、玉名の将来を見据
え、長期的な視点に立っての目標として掲
げている「笑顔をつくる10年ビジョン」の実
現に向けた予算編成に当たっている。

茶碗一杯30円

なんだよ！

天然記念物のプレート

桃園国際シティハーフマラソンの様子

ふるさと納税のチラシ

12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
12
月
11
日
、
12
日
、
13
日
の
３
日
間
行
い
ま
し
た
。
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玉名市の新たなモデル地区となる

ような新玉名駅周辺整備を期待

する

官民連携の土地開発・インフラ整

備事業を積極的に推進する

新玉名駅開業から10年以上経過するも未
だ開発が進まない状況に、市民から「どう
なっているのか」という声もある。現在、整備
方針を作成し検討されているが、整備次第
では市の活性化に大きな可能性を秘めてい
る。整備の進捗と今後の方向性は。

現在、複数の民間事業者と開発に関する
具体的な協議を進めており、その中でアパー
ト建設及び宅地分譲に関する事業計画の取
りまとめが完了した。事業計画の開発着手に
合わせ、今年度中に下水道工事の一部を開
始し、来年度には市道や排水路などのインフ

ラ整備を進める予定。今後も引き続き、商業
及び住宅系事業者による開発を誘導するこ
とで官民連携開発を積極的に推進し、イン
フラ整備等必要な予算の確保に努める。

質 問
築山小学校の施設整備を進めるに

あたり、課題点とその対策は

築山小の施設整備を進めるにあたって
は、各施設の課題を整理し対策を講じる必
要がある。市において整理されている課題
点は何か。また、その対策として運動場の北
東側の敷地を拡張し、山田川を付け替える
ことは技術的に可能か。

学校敷地の高低差や限られた敷地内での
建て替えの難しさに加え、周辺の民家への
影響などの課題がある。河川の付け替えは、
一般的には可能。詳細な調査を行っておら
ず明確に答えられないが、合流点の位置や
角度を検討する必要があり、広い範囲に影

質 問

多くの方が罹患する帯状疱疹。そ

の罹患状況とワクチン接種に公費

助成する考えは

罹患状況は把握していない。ワク

チン公費助成は今後も検討して

いく

50歳代から発症率が高くなり、80歳代ま
でに三人に一人が発症すると言われる帯状
疱疹。本市の罹患状況の把握はできている
か。また、50歳から接種することができる
帯状疱疹予防ワクチン接種に対して公費で
助成する考えはあるか

帯状疱疹は、感染症発生動向調査の対象
疾患ではなく、国や県から罹患者数の報告
がないため、その数を把握していない。予防
ワクチン接種に公費助成をしていない理由
は、国が定期接種化に至っておらず、帯状疱
疹ワクチンが個人免疫取得のためのワクチ

質 問
学校図書室整備に向けて、文部科

学省「５か年計画」財政措置を活か

せ

重要性は認識しており、予算を確保

して児童生徒のために充実を図っ

ていきたい

文科省の第６次「学校図書館図書整備等
５か年計画」に基づく蔵書、新聞配備、司書
配置などの財政措置があるのに、市内の小
中学校図書室に十分活用されていない。学
校図書室の重要性についての認識と、５か
年計画達成に向けて教育長の熱意を聞く。

学校の図書室は、児童生徒の主体的な学
習活動や豊かな心・感性を育む大事な拠点
であり、内容を充実させることはこれから
の学校教育に大きな役割を果たし、その重
要性もますます高まってきている。５か年計
画達成に向け、教育委員会としては、未来の

各子育て支援センターの行事等は、広報
紙やホームページ、子育て応援サイト「たま
ログ」で紹介している。そのほか、情報誌「玉
名市子育てハンドブック」や「こそだてのわ」
を発行し、母子健康手帳交付や出生時等に
配布し周知を行っている。しかし、利用に

質 問

「利用したことがない」ではもった

いない。子育て支援センターの更な

る周知を

有効的な周知方法を更に検討し、

子育て支援センターの利用促進に

努める

市内に６か所ある子育て支援センター。
他市町村からも注目されるほど魅力的で支
援内容も充実。身近に支援の場があること
をもっと多くの方へ伝え、利用してもらえる
よう、スタンプラリー方式の導入など周知方
法をもう一工夫しては。

質 問

その他の質問

● 令和６年度予算編成
● 公金収納等事務の手
　数料有料化

その他の質問

● 市営住宅について
● 高齢者福祉

その他の質問

● 子どもを取り巻く教
  育環境
● 婚活支援

小中学生のインフルエンザ感染者

が増加。予防接種助成対象者を拡

大する考えは

今後、有明保健所管内市町等に助

成対象者の考え方等を調査し、検

討する

物価高騰の影響で家計のやりくりが大変
な中、小中学生のインフルエンザ感染者が
増えている。本市の任意予防接種助成対象
者は、小学校就学前の乳幼児までとなって
いるが、近隣市町では高校３年生までであ
る。今後、助成対象者を拡大する考えは。

インフルエンザ予防接種の目的は、重症
化を予防することにある。乳幼児に対する
ワクチン接種の有効性を示唆する報告が散
見されることから、本市においては助成対
象を、生後６か月から小学校就学前までの
乳幼児としている。今後、有明保健所管内の

質 問

その他の質問

● 地方都市の活性化
● 認知症初期集中支援
  チーム
● 総合経済対策の効果
  的な実施

学校敷地の高低差等の課題があ

り、令和６年度に全体構想を定め

施設整備を進める
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部長

教育部長
建設部長

健康
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部長

健康
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部長

健康
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部長

教育長

玉名市を担う子どもたちのために、蔵書数
の充実はもとより、図書室補助員の配置等、
必要な予算をこれらに限らず確保して、教
育環境の整備・充実に努めていきたい。

至っていない現状もあるため、議員の思い
も含めより有効的な周知の方法を更に検討
し、子育て支援センターの利用促進に努め
る。

響が出る可能性もある。この付け替えが実
現できるなら、運動場北東側への敷地拡張
案は多くの面でメリットがあり、検討する価
値は高い。令和６年度に全体構想を策定す
る中で、河川改修も含めて検討していきた
い。

ンであるため。ただ、国の動向と他市等の状
況を参考に、今後、公費助成の検討をしてい
く。また、助成の有無にかかわらず、ワクチ
ン接種の効果などの周知に努める。

市町や、県内他市の助成対象者の考え方等
について調査・研究し対象者について検討
していく。

学校図書室の様子

今後開発が進められる予定の新玉名駅周辺上空から見た築山小

スタンプラリーを提案（イメージ）
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有効的な周知方法を更に検討し、

子育て支援センターの利用促進に
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市内に６か所ある子育て支援センター。
他市町村からも注目されるほど魅力的で支
援内容も充実。身近に支援の場があること
をもっと多くの方へ伝え、利用してもらえる
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● 令和６年度予算編成
● 公金収納等事務の手
　数料有料化

その他の質問

● 市営住宅について
● 高齢者福祉

その他の質問

● 子どもを取り巻く教
  育環境
● 婚活支援

小中学生のインフルエンザ感染者

が増加。予防接種助成対象者を拡

大する考えは

今後、有明保健所管内市町等に助

成対象者の考え方等を調査し、検

討する

物価高騰の影響で家計のやりくりが大変
な中、小中学生のインフルエンザ感染者が
増えている。本市の任意予防接種助成対象
者は、小学校就学前の乳幼児までとなって
いるが、近隣市町では高校３年生までであ
る。今後、助成対象者を拡大する考えは。

インフルエンザ予防接種の目的は、重症
化を予防することにある。乳幼児に対する
ワクチン接種の有効性を示唆する報告が散
見されることから、本市においては助成対
象を、生後６か月から小学校就学前までの
乳幼児としている。今後、有明保健所管内の

質 問

その他の質問

● 地方都市の活性化
● 認知症初期集中支援
  チーム
● 総合経済対策の効果
  的な実施

学校敷地の高低差等の課題があ

り、令和６年度に全体構想を定め

施設整備を進める

北
本 

将
幸 

議
員

（
創
政
未
来
）

前
田 

正
治 

議
員

（
日
本
共
産
党
）

𠮷
田 

真
樹
子 

議
員

（
創
政
未
来
）

田
浦 

敏
晴 

議
員

（
第
二
新
生
ク
ラ
ブ
）

德
村 

登
志
郎 

議
員

（
公
明
党
）

多
田
隈 

啓
二 

議
員

（
創
政
未
来
）

建設
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教育部長
建設部長

健康
福祉
部長
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部長

健康
福祉
部長

教育長

玉名市を担う子どもたちのために、蔵書数
の充実はもとより、図書室補助員の配置等、
必要な予算をこれらに限らず確保して、教
育環境の整備・充実に努めていきたい。

至っていない現状もあるため、議員の思い
も含めより有効的な周知の方法を更に検討
し、子育て支援センターの利用促進に努め
る。

響が出る可能性もある。この付け替えが実
現できるなら、運動場北東側への敷地拡張
案は多くの面でメリットがあり、検討する価
値は高い。令和６年度に全体構想を策定す
る中で、河川改修も含めて検討していきた
い。

ンであるため。ただ、国の動向と他市等の状
況を参考に、今後、公費助成の検討をしてい
く。また、助成の有無にかかわらず、ワクチ
ン接種の効果などの周知に努める。

市町や、県内他市の助成対象者の考え方等
について調査・研究し対象者について検討
していく。

学校図書室の様子

今後開発が進められる予定の新玉名駅周辺上空から見た築山小

スタンプラリーを提案（イメージ）
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市議会と意見交換会をしてみませんか？

～みなさんの声、お聞かせください～
市民団体の皆さんと議員が自由に意見交換できる機会をつくるため、「意見交換会」を開催します。

（令和６年４月以降の開催です）
皆さんからいただいたテーマをもとに、下記委員会のいずれかが、皆さんと意見交換を行います。

お気軽に申し込みください！！

◎市議会に関すること◎市政に関すること
（子育て、生活環境、産業、人権、教育、
まちづくり、地域活性化、などなど）

※派遣する委員会
●常任委員会（総務委員会・建設経済委員会・文教厚生委員会）
●議会運営委員会
●特別委員会（議会改革推進・議会広報広聴・有明海沿岸道路及び
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　公共施設建設調査）

■対 象 者
玉名市内に所在し、活動する団体等（規約または会則等の書類を整
備している団体）
※個人での申し込みは対象外です。

■次のことについて、ご了承のうえ申し込みをお願いします。
①議会の会期中は、開催できません
②営利目的や宗教活動に類したテーマはご遠慮ください。
　また、市政や市議会以外の内容は、受付できません。
③広報活動、記録のため録音・撮影を行います。
④報道機関の取材がある場合があります。
⑤開催は、原則として一団体につき1回限り（年1回=90分以内）といたします。

【お申し込み・お問い合わせ先】 

玉名市議会事務局 〒865-8501 玉名市岩崎163（玉名市役所４階）
TEL 0968-75-1155／FAX 0968-71-0622
Ｅ-mail gikai@city.tamana.lg.jp

①申込団体の名称・代表者名・所在地・連絡先
②意見交換会のテーマと具体的な内容
③開催希望日時（第３希望まで）
④参加予定人数
⑤希望する会場
上記①～⑤を事務局にお知らせいただくか、 市公式ホームページ ⇒ 市議会 のページに
ある申込様式に必要事項を記入の上、申し込みください。

こ
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で
す
。

申込
方法
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Ｐ２・・・・・・・・・・・・新正副議長等の紹介
Ｐ３～４・・・・・１２月定例会報告
Ｐ５・・・・・・・・・・・・ 委員会審査報告
Ｐ６～９・・・・・ 一般質問 12名
Ｐ１０～１１・・・意見交換会のお知らせ
Ｐ１２・・・・・・・・・・３月定例会予定

も

　く

　じ

表紙イラスト：「まねきねこ」　玉名女子高等学校 ビジネス科アニメデザインコース２年 築島　永実さん

　　　　　　　 厄を払って福を招き入れられる一年になるよう、願いを込めて描きました。

つきしま　　 えい み

令和５年

12月定例会
令和6年2月1日発行

NO.73

2月19日㈪

26日㈪ 

3月6日㈬

7日㈭

11日㈪

12日㈫

13日㈬

14日㈭

15日㈮

18日㈪

19日㈫

21日㈭

27日㈬

議会運営委員会

開会

一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

予算決算委員会

予算決算委員会

予算決算委員会

総務委員会

建設経済委員会

文教厚生委員会

閉会

開催日：10月23日（月）

講師：㈱CCIジャパン日本コミュニケーション・コーチング研究会

　　　代表取締役　元田　曉輝 氏

演題：「教育で日本人の背骨を取り戻す」
内容：戦後78年。まずこれまでの教育（学校・家庭・社
会）を振り返る。そのうえで、玉名の地理的条件を生
かした教育という心根を張り巡らし、日本はどのよ
うな成り立ちで今日に至っているか、自ら研究でき
る人を育てたい。
※講師紹介・・・1952年玉名市生まれ。高等学校教員を経て、日本人に
最適化したコーチング技術やメソッドを開発。近年は、大学等での指
導に加え、病院、企業役員等へのリーダー研修を行っている。

もと  だ　　　あきてる

開催日：11月15日（水）

講師：桜の会

　　 代表　平山　雄一郎 氏

演題：「子どもの権利条約と共同親権に
　　　ついて」
内容：子どもの権利条約とは何か、なぜそれが必要な
のかを紐解き、現代の子どもたちを取り巻く危機的
状況をこれまでの事件等で紹介し、国の動き、地方自
治体の取組について紹介があった。
※桜の会とは・・・離婚後における単独親権制度の問題解決のため、全
国各地で街宣活動を展開。離婚後の共同親権制度を実現し、子どもた
ちが双方の親から愛される社会の変革を目指している。

ひらやま　　ゆういちろう

2
0
2
4
.2

.1
　

N
o
.7

3
発

行
：

 玉
名

市
議

会
　

　
編

集
：

議
会

広
報

広
聴

特
別

委
員

会
〒

8
6
5

-8
5
01

　
熊

本
県

玉
名

市
岩

崎
16

3
T

E
L：

0
9

6
8

-7
5

-11
5

5
  

FA
X

：
0

9
6

8
-7

1
-0

6
2

2

12月定例会で正副議長を初め、各委
員会の構成も変わり、広報広聴特別委
員会も、新たなメンバーとなり心機一
転頑張ります。令和６年度から新たな
取組として、市民と議員が自由に語り
合う場「意見交換会」が始まります。
多くの市民の声を聴き、住みよい玉名
の未来を一緒に創造していきましょう。

委員長　坂本  公司

検索☆ホームページのアクセスは、検索画面で　　　　　　　　　　　を入力してクリック！玉名市議会 
この広報紙は再生紙および地球環境にやさしい植物油型インキを使用しています。

3月定例会スケジュール
開始時刻　10：00

議会の主な動き

10 
月

11
月

12 
月

3日～4日
5日

10日
11日

12日～13日
18日
23日
24日
27日

30日～31日
2日
9日

14日
15日
21日
22日
28日
29日

1日
11～13日

15日
18日
19日
20日
21日
25日

荒玉地域有明海沿岸道路期成会
議会広報広聴特別委員会
熊本県市議会議長会
議会広報広聴特別委員会
議会運営委員会行政視察
議会改革推進特別委員会
議員研修会
タイ王国学校農業クラブとの意見交換会
議員勉強会
有明海沿岸道路及び公共施設建設調査特別委員会行政視察
熊本県後期高齢者医療広域連合議会
全国市議会議長会評議員会
有明海沿岸道路建設促進大会
議員研修会
議会運営委員会
玉名市玉東町病院設立組合議会
12月定例会開会
常任委員会委員等の選任
議会広報広聴特別委員会
一般質問
予算決算委員会
総務委員会
建設経済委員会
文教厚生委員会
有明広域行政事務組合議会
12月定例会閉会 ※都合により変更になることがあります。

田浦委員
中村委員 𠮷田委員瀬崎委員

浜田副委員長 坂本委員長

山下委員 前田委員

このメンバーで議会報の編集を行います。よろしくお願いします！ 編 集 後 記

議員力アップ研修会報告 場所はいずれも市役所本庁4階


